⑬タイトル
寺町・東光寺（写楽の墓）本行寺（夕霧の墓）・大滝山・潮音寺（モラエスの墓）・瑞巌寺・伊賀八幡神社・国端彦神社（徳島県歴代藩主を祀る）・モラエス通り

徳島市中心部に位置する寺町界隈は、天正十三年（一五八五）に蜂須賀家政が城下町を整備する際、寺院を集めて形成した歴史ある一角である。界隈は、寺社・史跡・文学ゆかりの地が歩いて巡れる距離に凝縮され、現在も静かな佇まいの中に多くの寺社、著名人ゆかりの墓所が残ることで知られている。また吟行途中の休憩として、大滝山の登り口にある焼餅屋さんで「滝の焼餅」をいただくのも楽しみの一つ。寺町へはＪＲ徳島駅前から眉山へ向かって歩けば十分～十五分ほど、距離にすると約七百〜九百メートルである。
東光寺は浄土真宗本願寺派の寺院で、境内には江戸時代の浮世絵師・東洲斎写楽の墓と伝わる墓石が残っている。写楽の出自をめぐる謎とともに訪れる人の関心を集めている。なお近年、徳島市寺島本町東にある通りの愛称を「写楽通り」にしようとの動きがあり、ここは徳島駅前から徳島城の跡地に続く道である。写楽の正体とされる斎藤十郎兵衛(一七六三～一八ニ〇年)は徳島藩お抱えの能役者であり、江戸時代、能役者は江戸や京、大阪にいて、徳島に来た際にこの道沿いの役者屋敷に泊まったとされている。
本行寺は日蓮宗の寺院で、白壁が印象的な境内には浄瑠璃や歌舞伎の「夕霧伊左衛門」に因んだ名妓・夕霧の墓がある。墓の傍には句碑も立っている。寺の前には湧水「錦竜水」もあり、寺町散策の風情を深めている。
寺町に接する大滝山は、春には桜の名所として賑わい、登山口には名物「滝の焼餅」の店が並ぶ。市街地に近いながら自然豊かで、寺町散策と組み合わせて訪れても好い吟行地となる。
潮音寺には、ポルトガル人作家ヴェンセスラウ・デ・モラエスの墓が、妻おヨネとコハルの墓に並んである。モラエスは徳島に深く魅了され、晩年を当地で過ごした人物で、その足跡は徳島の文化史に独特の彩りを添えている。モラエスの旧居跡を含む一帯（伊賀町一～三丁目）が「モラエス通り」と命名されており、銅像などもある。
瑞巌寺は徳島市内でも古い歴史を持つ寺院の一つで、蜂須賀家ゆかりの寺として知られる。静かな境内には往時の面影が残り、寺町の歴史的景観を支える存在である。
また阿波名水のひとつ「鳳翔水」も湧き出している。
[bookmark: _Hlk222437872]国端彦神社は、藩祖蜂須賀家正を祭神とする神社として特異な位置を占める。蜂須賀家の歴史を今に伝える場であり、藩政時代の記憶を静かにとどめている。春には境内に桜が見られる。
国端彦神社の地続きにある伊賀八幡神社の随臣門は、江戸中期の建築と考えられ徳島市の文化財に指定されている。
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写真・案内図
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